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次の非線形 Choquard 方程式に対する特異摂動問題をあつかう.

−ε2∆v + V (x)v =
1

εα
(Iα ∗ F (v))F ′(v) in RN . (∗)ε

ここで N ≥ 3, α ∈ (0, N) であり Iα(x) =
Aα

|x|N−α はRiesz potential, V (x) ∈ C1(RN ,R) で

ある. また F ∈ C1(R,R) は F (v) = |v|p に代表される非線形項である. ここでは ε > 0 が

小さいときに, (∗)ε の解の存在を変分的手法により考える.

特異摂動問題は次の非線形シュレディンガー方程式に対して非常によく研究されている.

−ε2∆v + V (x)v = f(u) in RN . (∗∗)ε

このような研究は A. Floer, A. Weinstein の 1986 年の研究に始まり, ポテンシャル関数

V (x) の臨界点に凝集する解の存在およびその解の軌道安定性等が議論されている.

ここでは, (∗∗)ε に関する成果を概観すると共に最近の Choqurad 方程式に関する成果

についてお話したい.


